
支
部
だ
よ
り 

～ 

津
久
見
支
部 

令
和
５
年
度
の
津
久
見
支
部
総
会
及
び
交
流
会
は
、
７
月
２
２
日
（
土
）
に
市
内
の
「
津
久

見
市
民
会
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
四
極
会
本
部
か
ら
三
浦
洋
一
会
長
、
大

島
英
明
事
務
局
長
、
大
学
か
ら
は
高
見
博
之
経
済
学
部
長
の
ご
出
席
を
賜
り
、
会
員
１
４
名
が

出
席
し
た
。 

総
会
で
は
ま
ず
小
野
﨑
支
部
長
か
ら
、
「
３
年
ぶ
り
の
会
合
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

津
久
見
支
部
は
若
い
方
が
多
い
。
本
日
は
短
い
時
間
で
は
あ
る
が
、
ミ
ニ
講
義
、
四
極
会
の
歴

史
を
勉
強
頂
き
、
交
流
会
が
有
意
義
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

ま
た
、
役
員
改
選
に
伴
い
、
新
支
部
長
と
な
っ
た
石
井
康
補
氏
か
ら
は
、「
若
手
を
中
心
に

新
し
い
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
引
き
続
き
津
久
見
支
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。 

続
い
て
、
高
見
経
済
学
部
長
よ
り
、
経
済
ミ
ニ
講
義
『
経
済
学
部
の
現
状
に
つ
い
て
』
を
い

う
演
題
で
、
令
和
６
年
４
月
に
開
設
予
定
の
経
済
学
部
総
合
経
済
学
科
に
つ
い
て
、
新
し
い
時

代
を
見
据
え
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。 

新
し
い
試
み
と
し
て
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
昼
食
を
と
り
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
Ｄ

Ｖ
Ｄ
『
四
極
の
夢
は
新
世
紀
へ
』
を
鑑
賞
し
、
四
極
会
へ
の
理
解
を
深
め
た
。 

続
い
て
三
浦
会
長
よ
り
、
四
極
会
の
取
組
や
今
後
の
課
題
な
ど
様
々
な
お
話
を
頂
き
、
意
見

交
換
会
な
ど
が
行
わ
れ
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。 

交
流
会
で
は
、
参
加
者
の
自
己
紹
介
や
写
真
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
石
井
新
支
部
長

に
よ
る
力
強
い
発
声
の
も
と
一
本
締
め
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
っ
た
。
本
部
よ
り
頂
い

た
清
酒
『
四
極
』
は
若
手
参
加
者
へ
の
お
土
産
と
し
て
有
難
く
頂
き
ま
し
た
。 

▽
出
席
者 

（
来
賓
）
三
浦
洋
一
会
長
（
大
２
４
）
大
島
英
明
事
務
局
長
（
大
２
４
） 

高
見
博
之
経
済
学
部
長 

（
会
員
）
宇
都
宮
修
二
（
大
２
４
）
小
野
﨑
宏
（
大
２
６
）
石
井
康
補
（
大
３
１
）
吉
田
幹
生

（
大
４
２
）
久
保
田
誠
一
（
院
２
０
）
中
津
留
貴
（
大
４
７
）
仲
野
壮
一
（
大
４
７
）

石
川
正
史
（
院
３
７
）
川
野
英
司
（
大
４
８
）
小
石
伸
夫
（
大
４
８
）
後
藤
崇
人
（
大

５
８
）
片
山
宏
理
（
大
６
０
）
江
藤
沙
羅
（
大
６
５
）
本
城
羽
矢
人
（
大
６
７
） 

（
川
野
英
司 

記
） 
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